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欲 望 の エ デ ュ ケ ー シ ョ ン

日本 デ ザ イ ン セ ン タ
ー

／ 武 蔵 野 美 術 大 学 　 　原 研 哉

　 日 本 の デ ザ イン 教育 は 、大学等 の 教 育機 関 に お け る 問題

の ほ か に 、社 会 に お け る 「デ ザ イン」認 知 の 水 準 に 重 要 な課

題 が ある 。つ まりデ ザ イナ
ー

育成 の た め の 教 育プロ グ ラ ム の

問 題 で は な く、「デ ザ イ ン 」を 日本 の 経済文 化 の 有効 な 資源

として 生 か して い くた め に 、「デ ザ イン 」概念 の 本 質 を一
般

生 活者 に適 切 に 認 知 させ て い くエ デ ュ ケーシ ョ ン が 必 要 な

の で あ る。

　 グ ロ
ーバ リズ ム とい う概念 は もっ ぱ ら経 済ル

ー
ル や そ の 展

開 原 理 の 世 界 的な 敷衍 に 対 して 用 い られ て きた が 、文化 と

は 常 に ロ ーカ ル な もの で あ る。そ して こ の ロ ーカ ル な 文 化 の

質 や 水 準 が、経 済 と深 くつ な が っ て い る こ とを 私 た ち は 忘 れ

て は い けない
。

　世 界 に は現 在 4つ の 大きな経 済 圏 が あ る。EU 、北 米 、中 国 、

そ して 日本 。13000 万 と、人 口 こそ 少 な い が 、経 済 圏 として

は 今後 も大 きな 存在 感 をもつ 。日 本 の 経 済圏 は 日本語 圏 と

一致 して い る。日本 市 場 は 日本 語 と い う防波堤 で プ ロ テ クト

され て きた た め に、文 化 の 世 界 標 準化 の 波 か ら逃 れ 、独 自

性 をか ろ うじて 保 っ て い る 。 日本 の 経済文 化 が 、今後 の 世 界

の 中 で 、影 響 力 を持 ち続 け る た め に は、こ の 日本 語 経 済 ・文

化 圏 の 独自性 と質を維持 して い くこ とが 必 要 で あ る。

　 比 喩 的 に 言 えば 、経 済 は 市 場 とい う畑 か らプロ ダ クツ を生

産 す る 農 業 の ような もの で あ る。市 場 の 需 要 す な わ ち 「欲望

の 質」を養 分 とし て 吸 い 上 げ、ふ さわ し い プ ロ ．ダ ク ツ が 結実

す る。世 界市 場 に影 響 力 を持 つ 強 い プ ロ ダ クツ を作 るた め

に は 優 れ た 土 壌 す なわ ち優 れ た 「欲 望 の 水準」が 必要 で あ

る 。 市 場 は 広 げ る だ け で は な く地 道 に 土 を肥 や し 耕 す こ とが

肝 要 で あ る。こ の 土 を肥 や す 部 分 が 「欲 望 の エ デ ュ ケーシ ョ

ン」として の デ ザ イ ンの 仕事で ある 。

　 日 本 の プ ロ ダ ク ッ は フ ラ ン チ ャ イズ とし て の 日本 の 文 化 的

な土 壌 の 影 響 を逃 れ るもの で は な い 。た とえ ば 、日本 の ク ル

マ は 世 界 に 市 場 を 持 つ が 、そ の 製 品 は 日本 文化 圏 の 感受

性 が 色濃 く投 影 され た もの で ある と考えられ る 。

　 日本 の ク ル マ は 燃 費 が よ く故障 し に くい
。 そ うい う評 価 を

世 界 の 市場 か ら受 けて い る 。
こ れ らの 特徴 は、単 に メ ーカ ー

の もの 作 りの 資 質 に 帰 す るもの で は な い 。プ ロ ダ クッ の 特 徴

は 市場 に ある 需 要の 質 を長 く精密 なマ
ー

ケ テ ィン グに よっ て

分 析 し、製 品 とし て 具 体 化 され る 中 に 育 まれ る。つ まり需 要

に 見 合 う形 で プ ロ ダ ク ツ の 形 質 が 獲得 さ れ て くる 。 プ ロ ダ ク

ツ は 市場 に お ける 欲望 の 質の 反映で あ り、そ うい う意 味 で は

日 本 の クル マ の 特 徴 は 日本 文 化 圏 の 欲 望 の 質 や 水 準 に 呼

応 して い る と考 えられ る 。

　
一

千年 以 上 に わ た っ て 独 自の 文化 を維持 し、さらに 江 戸

300 年 の 鎖 国 で 磨 きを か け た EI本 文 化 の 独 自性 は 、地 下 水

脈 の よ うに 現 代 の 日本 文化 の 生 活 の 背 景 に 潜 ん で い る。先

程 述 べ た ように 、プ ロ ダ ク ツ は そ の フ ィ
ール ドの 欲 望 の 水準

が 精 密 な マ
ーケ テ ィン グ を通 して 具 現 化 した もの で あ るとす

る なら、ク ル マ をは じめ とす る 日本 の プ ロ ダ ク ツ の 質 の 背景 に

は 、こ の 地 下 水脈 の ように 蓄 え られ て きた 日本 的な 感受性 が

横 た わ っ て い る 。 や や 極端 な言 い 方 が 許 され るなら、質棄倹

約 を旨とし、強 い 階 級 意 識 を持 た ず 、庶 民 を中 心 として 質 実

の 健 全 さを 基 本 に 形 成 され て きた 江 戸 庶 民 文 化 の 感 受 性

が 今 日 の 日 本 人 の 感 性 に 潜在 し、燃 費 が よ く故 障の 少 な い

日本 車 の 質 の 背 景 をな して い るとい う推 測 す らで きる。

　 他 方 で 、ドイツ の ク ル マ は 「高 級 セ ダ ン 」とい うカ テ ゴ リ
ー

で 明 確 な ア イデ ン テ ィ テ ィを持 ち、世 界 市場 の 中 で 優 位 性 を

発 揮 して い る。そ の 背 景 に は 、貴 族 社 会 の 階 級 意 識 を 基 調

とす る 中 欧 文化 圏 の 欲 望 の 質 が 関 与 して い る と考えられ る。

また 、奔 放 な造形性 に 生 を謳歌 するフ ォ ル ム の 横 溢を 感 じさ

せ るイタ リア 車 は 、イタ リア 文 化 及 び そ の 市 場 の 欲 望 の 質 を

反 映 させ て い る 。仮 に イ タリア 車が 日本 市 場 を ターゲ ッ トに し

て も「燃 費 が よ く故 障 しに くく中 庸 の ス タ イリン グ を持 つ 」クル

マ は 生 み 出 し に くい 。

　 他 の プ ロ ダク ツ に して も基 本 的 に は 同 じ原 理 が 働 い て い る。

衣 服 に して も食 に して も、世 界 的 な流 行 は あ る もの の 、そ れ

ぞ れ の 様式 や ス タイル に は そ の 文化 の 独 自性 が 通奏低音 と

して 存 在 す る。

　 住 空 間 に 関 して 言 えば 、明 治 維 新 以 来 、モ ダ ニ ズム の 文

脈 の 中 で 日本 人 は 住居 の 規 範 を持 て な い まま21 世 紀 を迎

えた。「2DK 」や 「3LDK 」とい うもは や 不 動 産 用 語 と化 して

しまっ た 住 空 間 の 識 別 単 位 が 負 めエ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン と して

作 用 し て お り、生 活者 は 豊 か な 住 空 間 へ の 欲 望 を育 む す べ

もない
。

エ デ ュ ケー
シ ョ ンを含 まな い マ

ー
ケ テ ィン グ の 反復 は、

市 場 の 欲 望 の 水準を変容 させ て い く。そ れ は 「ゆ る み や 怠惰 」

「虚 栄 心 」な ど をも正 確 に ス キ ャ ン し、そ れ を 商 品 の 形 に 具

体 化 し、市 場 に そ れ らを根付 か せ て い く。

　 デ ザ イン は、生 活者 の 基本 的 な 欲望 の 水準 に 関与 す る

概 念 で あ る。日常 生 活 を構 成 す る様 々 な 物 品 に ふ れ 、そ の

最 適 な あ り方 を考 え、そ れ らの 質 を考 え る こ とを通 し て 、自ら

の 生 活 の 水 準 に 思 索 を巡 らせ るこ との で きる概 念 で あ る。

　 経 済 が グ ロ
ーバ リズ ム を加 速 させ 、プ ロ ダ クツ の 流 通 もさ

らに 加 速的 に 広 が る な か で は 、世 界 の どの 市 場 に お い て も

優 位 な 影 響 力 を 破 棄 で きる プ ロ ダ ク ッ を生 産 して い くこ と が
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重 要 に な る 。 生 産 コ ス トの 差 異 が グ ロ
ーバ ル 経 済 の 中で 重

視 され て きた が 、こ れ か らの 経済 は 「生 産技術」「生 産 コ ス ト」

の 問 題 に 加 えて 、フ ラ ン チ ャ イズ の 市 場 に 潜在 す る 「文 化 レ

ベ ル 」の 競 争 に な る。プ ロ ダ クッ の 背 景 にあ る 欲 望 の 質 、す

な わ ち、市場 の 中 に 存 在す る 生 活意識 の 水準 が 競争 力 の

源 に な るとい うこ とで あ る 。 こ こ を問 題 として 意 識 し、こ れ をま

さに 「デ ザ イン 」お よび 「デ ザ イン 教 育」の 問 題 として と らえる

視点 が 、日本 の 経 済文 化 の 切 実 な 課 題 で ある。こ の 発 表 の

タイトル 「欲望 の エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン 」とは そ うい う視点 を さし て

い る。

　 残念 な が ら、今 日 の 日本 で 「デ ザ イン 」は こ こ で 述 べ た よう

な意 味 合 い で は 把 握 され て い な い 。もっ と表 層 的 な ポ イン ト

で の 製 品 の 魅 力 の 味 付 け 程 度 に しか 理 解 され て い な い 。む

しろ デ ザ イン の 本 質とは 逆 の 事 柄 が 、デ ザ イン とい う言 葉 とと

もに 用 い ら れ て い る 。「デ ザ イン 家 電 」「デ ザ イナ
ーズマ ン シ ョ

ン 」「デ ザ イン T シ ャ ツ 」「デ ザ イン 都市 宣 言」な どの 名称 は

そ の
一

例 で あ る 。 た だ しこ れ らの 事 例 は す べ て 、デ ザ イン に

対 す るポ ジ テ ィブ な 期 待 とともに 語 られ て い る の もで あ り、そ

れ が 問 題 を一
層 複雑 に し て い る。行 政 側 か らの 「デ ザ イン」

を 希求す る プ ロ ジ ェ クトも多 くの 場 合 は 、同様 に 皮 相 な解釈

の 上 に 成 り立 っ て い る。この あ た りの 問 題 を冷 静 に俯 瞰 し、「デ

ザ イン 」の 本 質的 な意味 を社 会全体 で 望ましい 水準 で 把握

して い くこ とこ そ 、日本 に お け る デ ザ イン 教 育 の 切 実 な 問 題 で

は な い か。

　 こ こ で は 私 自身 の 活 動 の 中 で 、こ の デ ザ イン 大 局 的 な 問

題 と して の 「欲 望 の エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン 」に 関 連 し た 事 例 を紹

介す る。

　は じめ は 2000 年 に 私 が 制 作 した 展 覧会 「リ・デ ザ イン 」で

あ る。こ れ は デ ザ イン に 対 す る考 え 方 を 明 確 に 表 明 しな が ら

仕 事 を して い る 日本 の 32 名 の ク リエ
ー

タ
ー、す な わ ち 建 築家、

プ ロ ダク トデ ザ イナ
ー、服飾 デ ザ イナ

ー、グラフ ィッ クデ ザ イナー、

照 明 デ ザ イナー、ア ーテ ィス トな どに 要 請 し、極 め て 日常 的 な

物 品 、た とえば、「トイレ ッ トペ ーパ ー
」「マ ッ チ 」「紙お むつ 」「出

入 国 ス タン プ」な ど を新 し くデ ザ イン し直 して もらうとい う展 覧

会 で あ る。全 て の 回 答 は 、具 体 的 な プ ロ トタイプ とし て 展 示 さ

れ て い る 。 こ れ は 、い わ ゆ る 「優 れ た 作 り手 に よる 日常 デ ザ イ

ン の 提案 展」で は な い 。対 象となっ た 従 来 の 日 用 品 の デ ザ イ

ン と、デ ザ イナ
ーた ち が 提 案 す る新 た なデ ザ イン との 差 異 の

中 に 「デ ザ イン 」とい う概 念 で 表 現 され る 切 実 な 内 容 を浮 か

び 上 が らせ て み る とい う試 み で ある 。 デ ザ イン の 専 門 家 で は

な く、普 通 の 生 活 者 や 小 ・中 学 生 に まで 「デ ザ イン 」が 理 解 で

きる メ ッ セ
ージ で ある。

　 二 つ 目は 2GO2 年 に 日本 デ ザ イン コ ミッ テ ィが 主 催 し た 展

覧 会 「デ ザ イン の 原 形 」で あ る。コ ミッ シ ョ ナーで あ るプ ロ ダク

トデ ザ イナ
ー

の 深 澤 直 人 が 、今 日に 存 在 す る プ ロ ダ ク トデ ザ イ

ン の 中 か ら、デ ザ イン の 本 質 や そ の 原 形 的 な ア イデ ア を 理 解

す る に ふ さわ しい もの を選 び 出 し、そ の ポ イン トをわ か りや す く

解 説 す る 展 覧 会 で あ る。今 日あ る もの を 明 日古く見 せ る ため

に 導 入 され る デ ザ イン で は な く、ス ポー
ッ 競技 に お ける 世界

記録 の よ うに、優 れ た デ ザ イン は 新 しい とい うだ け で は 乗 り

越 えられ る もの で は な く、時代を超えて 人 々 の 理 性 を覚 醒 さ

せ
．
続 け る の だ とい うこ とを、一般 の 生 活者 に 語 りか け て い る 。

　 三 つ 目は 2004 年 に 私 が 制 作 した 展覧会 「HAPTIC 一

五 感 の 覚 醒 」。 こ れ は 触 覚 を第
一t

の モ チ ベ ーシ ョ ン に して 日

用 品 をデ ザ イン す る とい う展 覧会 で あ る 。 テ ク ノ ロ ジ
ー

の 進

歩 は 人 間 の 生 活 環 境 を激 変 させ て きた け れ ども、そ れ が 必

ず しも快 適 で は ない 理 由は 、もの 作 りの モ チ ベ ーシ ョ ン をテ ク

ノ ロ ジー
の 側 に 置 い て きて い る か らで は な い か 。 そ うい う仮

説 に た っ て 、む しろ 人 間 の 感 覚 の 希 求 に 素 直 に 添 うこ とをも

の 作 りの 第
一

の 動 機 と し て み る とい う試 み で あ る 。毛 の 生 え

た 提 灯 や 、蛙 の 卵 の よ うなバ イオ ニ ッ ク なイメ
ージを持 つ コ

ー

ス ター、果 実 の 表 面 そ っ くりの テ クス チ ャ
ーを持 つ ジ ュ

ー
ス の

パ ッ ケ
ー

ジ や 、電 源 を 切 るとシ ュ
ー

ル リア リス トの ダリが 描 い

た 時計 の ように 柔 ら か くな る リモ ートコ ン トロ ーラ ーなど 触 覚

性 をモ チ ベ ー
シ ョ ンとしない と発想 し得 ない プ ロ ダ クツ が 次 々

に 提 案 され た。こ れ は 人 間 の 感 覚 の 幅 い っ ぱ い に 物 事 を感

受 し て い こ うと い う、豊 か さ様 相 を 探 す デ ザ イ ン プ ロ ジ ェ クト

で ある 。

　四 つ 目は 「無 印 良 品 」の 展 開。こ れ は 徹底 して もの 作 りや

流 通 に お け る 無駄を省 きなが らそ こ に 「価 値」と 「美」を 見

い だ す とい う発 想 か ら な る 商 品 群 で あ る。商 標 の 人 気 を 価

格 に 反 映 させ ない とい う方法 で ビ ジ ネス を成 り立 たせ る 困難

さは あ りなが ら、そ こ に 挑 み 続 け る こ とで 、信 用 と需 要 を拡 大

して きて い る。これ は 簡素 の 美 と い う日本 の 伝 統 的 な美意 識

を継承 し つ つ 、今後 の 世 界 に 必 要 に な っ て くる 「普遍性 」や

「合 理 性 」を先取 りする 試 み で ある 。 現在 は 「家」をテ
ー

マ と

した プロ ジ ェ ク トを進 行 して い る。こ れ は 現 代 をい か に 住 まう

か と い う問 い に 最 先 端 の 合 理 性 を 携 え て 、ウ サ ギ 小 屋 日本

か ら回答 して い くもの で あ る 。 無印 良品 の マ
ーケ テ ィン グ活

動 は 反 復 して 行 わ れ る ほ ど に ユ
ー

ザ ーに 対 して エ デ ュ ケー

シ ョ ナ ル に 働きか け、結 果として 好 まし い 欲望 を 市場 に 生 み

出 して い る。さらに は 、そ こ か ら生 み 出 され る プ ロ ダ クッ は 、普

遍 性 と 合 理 性 の 、目覚 め つ つ あ る を世 界 の 先 進 地 域 に 啓

発的 な 影響 力を持ち始 め て い る 。

　 デ ザ イン 教 育 の 問 題 は デ ザ イナ
ー育 成 の プ ロ グラ ム の 問

題 で は な い 。日本 の 経 済 文 化 の 大 きな 資 源 と して デ ザ イ ン を

機 能 させ て い くた め に、現 在 の 日本 人 の 中 に 「デ ザ イン 」と

い う合理性 ・普遍性 に 立 脚 した 美意識 ・価値 観 を植 え 続け

て い くこ とで あ る。
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